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９月５日

２ 	 �補助金申請サポート
「頼りになる」

	� 感染拡大防止補助金の
申請サポートが好評

２ 	 �助け合いの制度が
充実

	 休業保障と年金制度

４ 	診療報酬改善を
	 保団連の改善要求、厚	
	 労省要請を紹介

１ １ 	国際エイズ学会・	
	 HIV科学会議開催
	 エイズの教訓をコロナ	
	 対策に

１ ２ 	新連載「高齢者負	
	 担増を考える」
	 唐鎌直義佐久大学特任	
	 教授が連載で解説する

新型コロナの最新
知見を報告
国立国際医療研究センター
国際感染症センター長

大曲貴夫氏

　保団連研究・学術活
動交流会で最新の知見
を基に新型コロナへの
対応を講演した。

２０２１年

　
格
差
が
極
端
に
広
が
っ
た
社
会
で
、
生
活
の
苦
し
い
人

々
が
仮
想
現
実
に
逃
げ
込
む
―
小
説
家
・
平
野
啓
一
郎
氏

が
最
新
刊
『
本
心
』
で
描
い
た
２
０
４
０
年
の
日
本
の
姿

だ
。
少
子
高
齢
化
や
社
会
保
障
の
崩
壊
な
ど
の
テ
ー
マ
を

盛
り
込
み
、
死
の
自
己
決
定
の
意
味
を
問
い
か
け
る
こ
の

作
品
に
つ
い
て
、
保
団
連
の
天
谷
静
雄
理
事
が
話
を
聞
い

た
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
概
要
は
９
面
。
全
文
は
『
月
刊
保
団

連
』
１０
・
１１
月
号
に
掲
載
）。

　
平
野
啓
一
郎
氏
は
京
都
大

学
在
学
中
の
１
９
９
９
年
に

デ
ビ
ュ
ー
作
『
日
蝕
』
で
芥

川
賞
を
受
賞
。
２０
年
以
上
に

わ
た
っ
て
、
多
彩
な
作
品
を

世
に
送
り
出
し
て
き
た
。

　『
本
心
』で
描
か
れ
た
近
未

来
の
日
本
で
は
、｢

自
由
死｣

（
死
に
時
を
自
分
で
決
め
る

権
利
）
が
認
め
ら
れ
る
と
い

う
設
定
だ
。
貧
し
い
母
子
家

庭
で
育
っ
た
主
人
公
の
朔
也

が
、
生
前
の
母
親
の
ヴ
ァ
ー

チ
ャ
ル
・
フ
ィ
ギ
ュ
ア
（
仮

想
空
間
内
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
）
を
製
作
し
、
会
話
を
重

ね
な
が
ら
「
自
由
死
」
を
願

っ
て
い
た
母
親
の
本
心
を
探

っ
て
い
く
。
人
と
の
出
会
い

を
通
し
て
社
会
に
目
が
開
か

れ
て
い
く
青
年
の
姿
が
描
か

れ
、
死
の
自
己
決
定
を
め
ぐ

る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
も
展
開

さ
れ
る
。

　
平
野
氏
は
、
将
来
の
日
本

で
高
齢
者
が
生
き
続
け
る
希

望
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
か
、

格
差
を
是
正
す
る
力
が
弱
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

な
ど
の
懸
念
が
、
小
説
を
書

い
た
背
景
に
あ
っ
た
と
話
し

た
。
ま
た
、
死
の
自
己
決
定

に
つ
い
て
、
社
会
的
弱
者
に

問
題
を
押
し
つ
け
る
形
で
議

論
を
進
め
る
こ
と
は
危
険
と

指
摘
し
た
。

　
１
年
延
期
さ

れ
た
東
京
五
輪

は
緊
急
事
態
宣

言
下
で
強
引
に

開
催
さ
れ
、
ほ

と
ん
ど
が
無
観

客
で
あ
っ
た
が

予
定
通
り
行
わ
れ
閉
会
し

た
。
多
く
の
感
動
を
与
え
た

の
は
事
実
だ
が
、
現
在
新
型

コ
ロ
ナ
第
５
波
の
ピ
ー
ク
す

ら
見
え
な
い
状
況
だ
▼
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

デ
ル
タ
株
が
猛
威
を
振
る

い
、
全
国
の
１
日
の
新
規
感

染
者
が
２
万
５
０
０
０
人
を

超
え
る
未
曾
有
の
コ
ロ
ナ
禍

と
な
っ
た
。
毎
日
ニ
ュ
ー
ス

を
見
る
た
び
、
新
型
コ
ロ
ナ

新
規
感
染
者
過
去
最
多
を
更

新
す
る
都
道
府
県
が
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
入

院
で
き
ず
自
宅
療
養
す
る
人

も
多
く
、
軽
症
か
ら
急
変
し

て
も
入
院
で
き
な
い
、
妊
婦

患
者
の
問
題
な
ど
多
く
の
問

題
が
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
新

規
感
染
者
の
爆
発
的
増
加
が

続
い
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
遅
れ
、「
緊
急
事
態
宣

言
」「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
」
も
た
び
重
な
る
再
発
出
、

追
加
、
解
除
、
延
長
な
ど
に

よ
り
、
国
民
に
危
機
感
が
薄

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
▼

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
こ
の
夏

は
豪
雨
が
多
く
の
地
域
で
発

生
。
九
州
で
は
、
１
週
間
で

平
年
の
降
水
量
の
半
分
以
上

が
降
っ
た
地
域
も
あ
り
、
多

く
の
災
害
が
発
生
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
大
変
な
日

々
を
送
っ
て
い
る
人
も
多
い

と
思
う
。
人
と
何
気
な
く
会

え
る
日
常
が
戻
っ
て
く
る
こ

と
を
切
に
願
う
。（
千
）

１１１１
万
応
募
の
人
気
企
画

万
応
募
の
人
気
企
画

今
年
も
は
じ
ま
り
ま
す
。

今
年
も
は
じ
ま
り
ま
す
。

全
医
師
・
歯
科
医
師
Ｐ
Ｒ
号

全
医
師
・
歯
科
医
師
Ｐ
Ｒ
号

　
本
号
は
、会
員
外
の
先
生
に
も
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
本
号
は
、会
員
外
の
先
生
に
も
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

小説で描いた
格差と｢自由死｣

平
野
啓
一
郎
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

１００本

カタログ
ギフト

１５０本

オリジナル
クオカード
（1000円）

２５０本
オリジナル
エコトート

　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
保
団
連
）
は
、
国
の
医
療
政

策
を
知
ら
せ
、
よ
り
良
い
医

療
の
あ
り
方
を
患
者
さ
ん
と

考
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ク

イ
ズ
で
考
え
る
私
た
ち
の
医

療
（
ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
）」
を
９

月
か
ら
始
め
た
。
患
者
さ
ん

が
医
療
に
関
す
る
簡
単
な
ク

イ
ズ
に
答
え
て
応
募
す
る
と

景
品
も
あ
た
る
。
昨
年
は
約

１１
万
３
０
０
０
通
も
の
応
募

が
あ
っ
た
人
気
企
画
。
保
険

医
協
会
・
医
会
の
会
員
医
療

機
関
は
無
料
で
利
用
で
き

る
。
患
者
窓
口
負
担
の
引
き

上
げ
反
対
な
ど
、
保
団
連
の

医
療
改
善
運
動
の
一
環
だ
。

患
者
負
担
増
、
病
床

削
減
、
医
師
不
足
を

考
え
る	

　
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
、

病
床
削
減
を
進
め
る
病
院
統

廃
合
、
医
療
現
場
の
マ
ン
パ

ワ
ー
不
足
を
招
い
た
医
師
養

成
の
問
題
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

で
社
会
的
注
目
が
高
い
問
題

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
全
力

を
挙
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
た
今
年
の
国
会
で
、
高

齢
者
を
医
療
機
関
か
ら
遠
ざ

け
る
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担

２
割
へ
の
引
き
上
げ
が
決
ま

っ
た
こ
と
も
分
か
る
。

　
問
題
ご
と
に
丁
寧
な
ヒ
ン

ト
が
あ
り
、
誰
で
も
解
答
し

や
す
い
。
診
療
の
待
ち
時
間

に
気
軽
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
。「
不
安
に
過
ご
す
こ
と
の

多
い
待
合
室
で
少
し
ほ
っ
と

し
た
」「
待
ち
時
間
を
楽
し
く

過
ご
せ
た
」
な
ど
好
評
だ
。

患
者
さ
ん
か
ら
切
実

な
声
届
く

　
楽
し
む
だ
け
で
は
な
く
、

自
分
に
引
き
付
け
て
医
療
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ

て
い
る
。
昨
年
の
応
募
に
は
、

「
こ
れ
以
上
医
療
費
が
増
え

る
と
安
心
し
て
病
院
に
行
け

な
く
な
る
。（
東
京
・
８１
歳
）」

「
給
料
が
下
が
る
中
、高
齢
の

親
を
持
つ
も
の
と
し
て
は
、

医
療
費
や
介
護
保
険
利
用
料

の
ア
ッ
プ
は
、
大
変
な
負
担

に
な
る
。
い
ず
れ
は
私
自
身

の
受
診
も
控
え
な
く
て
は
い

け
な
く
な
る
の
で
、（
７５
歳
以

上
高
齢
者
の
）
１
割
負
担
は

維
持
の
方
向
で
お
願
い
し
た

い
。（
青
森
・
５６
歳
）」「
病
気

の
人
か
ら
多
く
の
負
担
金
を

と
い
う
考
え
は
、
弱
い
者
い

じ
め
で
す
。（
福
岡
・
１７
歳
）」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
全
国
の
医
療
機
関
で
の
取

り
組
み
を
呼
び
掛
け
る
。

ご注文・お問い合わせは保険医協会・医会、保団連まで▪ウェブから解答も

「
私
た
ち
の
医
療
」考
え
る
き
か
っ
け

画像はイメージです
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高村　忠範

自宅原則は自宅放置

保
険
医
協
会
・
医
会
へ
ご
入
会
を

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会
長 

住
江
憲
勇

●
経
営
を
支
え
る

　
地
域
の
医
療
機
関
は
、
日

常
診
療
を
継
続
し
な
が
ら
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
や
発
熱
外
来

な
ど
コ
ロ
ナ
対
応
で
も
役
割

を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。
保

険
医
協
会
・
医
会
、
保
団
連

は
、
医
療
機
関
の
経
営
を
支

え
る
取
り
組
み
で
、
会
員
か

ら
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
で

は
、
診
療
報
酬
臨
時
措
置
に

関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
と

と
も
に
給
付
が
大
幅
に
遅
延

し
て
い
る
医
療
機
関
の
感
染

防
止
や
発
熱
外
来
の
補
助
金

の
給
付
手
続
き
の
改
善
等
を

求
め
て
き
ま
し
た
。
休
業
保

障
や
保
険
医
年
金
な
ど
の
共

済
制
度
、
日
々
の
医
院
経
営

や
患
者
ト
ラ
ブ
ル
対
策
、
理

不
尽
な
指
導
な
ど
に
関
す
る

相
談
体
制
、
診
療
報
酬
や
税

務
等
に
関
す
る
充
実
し
た
テ

キ
ス
ト
、
各
種
研
修
会
な
ど

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
安
心
の
医
療
機
関
経
営
の

た
め
、
よ
り
良
い
医
療
・
社

会
保
障
を
実
現
す
る
仲
間
と

し
て
、
保
険
医
協
会
・
医
会

へ
ぜ
ひ
ご
入
会
下
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
確
認
か
ら
１
年
半
以
上

が
経
ち
ま
し
た
。
困
難
な
日

々
の
中
、
地
域
医
療
を
支
え

る
医
師
・
歯
科
医
師
の
皆
さ

ま
に
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。

●
感
染
収
束
全
力
を

　
政
府
の
感
染
症
対
策
は
五

輪
優
先
で
後
手
に
回
り
、
感

染
急
増
と
医
療
逼
迫
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。
感
染
急
増

地
域
で
自
宅
療
養
を
原
則
と

す
る
方
針
を
突
然
打
ち
出
し

ま
し
た
。
軽
症
・
中
等
症
の

段
階
か
ら
入
院
加
療
し
、
重

症
化
を
防
ぐ
コ
ロ
ナ
医
療
体

制
に
重
大
な
支
障
を
来
し
、

国
民
の
命
健
康
を
守
る
こ
と

が
ま
す
ま
す
困
難
と
な
り
ま

す
。
感
染
収
束
の
「
切
り
札
」

と
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
供

給
不
足
に
陥
り
、
政
府
へ
の

不
信
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
に

も
国
民
の
理
解
や
協
力
が
得

ら
れ
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
こ
そ
検
査
や
自
粛
に
伴

う
十
分
な
補
償
の
確
保
、
医

療
提
供
の
強
化
に
本
腰
を
入

れ
る
べ
き
で
す
。

　都道府県の保険医協会・保険
医会でつくる連合会です。保険
医協会・医会には医師・歯科医師
１０万７０００人が加入しています。
　保険医の経営と生活と権利を
守り、国民医療の向上を目的と
して、診療報酬改善、保険診療
充実などの運動を医科・歯科一
体で進めています。

全国保険医団体連合会
（保団連）

　
消
費
税
の
増
税
に
頼
ら
な
い
保
団
連
の
社
会
保
障
財
源

提
案
を
連
載
で
解
説
す
る
。
第
７
回
は
所
得
税
制
に
つ
い

て
考
え
る
。（
随
時
掲
載
）

マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
は
税
負
担
優
遇

最
高
税
率
が
低
下

　
所
得
税
は
１
９
８
７
年
の

消
費
税
導
入
前
後
か
ら
大
幅

に
減
税
さ
れ
て
き
た
。
住
民

税
と
合
わ
せ
た
最
高
税
率

（
所
得
税
＋
住
民
税
）は
８８
％

か
ら
５５
％
に
引
き
下
げ
ら
れ

⑦

て
い
る
。
税
収
を
引
き
上
げ

る
た
め
に
設
定
さ
れ
て
い
る

所
得
段
階
に
応
じ
た
税
率
の

刻
み
幅
も
２９
段
階
か
ら
８
段

階
（
所
得
税
は
１５
か
ら
７
段

階
、
住
民
税
は
１４
か
ら
１
段

階
）
に
減
ら
さ
れ
て
い
る
。

１
億
円
超
で
負
担
減

　
通
常
、
所
得
段
階
が
上
が

る
に
つ
れ
て
税
率
が
上
が
る

た
め
、
所
得
が
高
く
な
る
ほ

ど
税
負
担
は
上
が
る
。
し
か

し
、
所
得
が
１
億
円
を
超
え

則
で
あ
れ
ば
他
の
所
得
と
合

わ
せ
て
税
率
４５
％
（
所
得
４

０
０
０
万
円
以
上
）
が
課
さ

れ
る
と
こ
ろ
だ
。

金
融
優
遇
税
制

　
税
率
１５
％
は
、
所
得
４
０

０
万
円
前
後
の
勤
労
者
の
税

率
２０
％
よ
り
も
低
い
。
住
民

税
も
通
常
は
税
率
１０
％
だ

が
、
株
式
売
却
益
は
５
％
で

良
い
。
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
で
１

０
０
万
ド
ル
以
上
儲
け
る
ミ

リ
オ
ネ
ア
が
一
般
の
勤
労
者

よ
り
も
は
る
か
に
低
い
税
率

で
良
い
と
い
う
の
は
、
不
公

平
税
制
以
外
の
何
も
の
で
も

な
い
。
配
当
益
だ
け
で
も
税

率
２０
％
（
所
得
税
、
住
民
税
）

を
廃
止
し
て
、
他
の
所
得
と

合
わ
せ
て
普
通
に
課
税
す
れ

ば
最
大
１
兆
円
超
の
増
収
に

な
る
と
財
務
省
は
試
算
し
て

い
る
。
所
得
税
の
立
て
直
し

が
必
要
だ
。

　
政
府
が
医
療
機
関
支
援
と

し
て
措
置
し
た
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡

大
防
止
・
医
療
提
供
体
制
確

保
支
援
補
助
金
」（「
感
染
防

止
補
助
金
」）、「
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
流
行
期
に
備
え
た
発
熱

患
者
の
外
来
診
療
・
検
査
体

制
確
保
事
業
」（「
発
熱
外
来

補
助
金
」）の
交
付
遅
れ
が
大

き
な
問
題
と

な
っ
て
い

る
。「
い
つ
補

助
金
が
入
金

さ
れ
る
の

か
」「
受
理
さ

れ
た
か
ど
う

か
も
分
か
ら

ず
不
安
」「
コ

ー
ル
セ
ン
タ

ー
の
担
当
者

に
よ
っ
て
対

応
が
異
な

る
」
な
ど
不
安
や
不
満
の
声

が
殺
到
し
て
い
る
。
保
団
連
、

協
会
・
医
会
は
、
補
助
金
の

申
請
か
ら
実
績
報
告
ま
で
会

員
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も

に
、
制
度
の
改
善
、
交
付
を

迅
速
に
す
る
こ
と
な
ど
を
強

く
厚
労
省
に
求
め
て
き
た
。

８
月
４
日
に
は
、
厚
労
省
に

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
を

も
と
に
、
補
助
金
の
申
請
、

交
付
に
か
か
わ
る
要
望
を
医

師
・
歯
科
医
師
か
ら
伝
え
、

改
善
を
要
求
。厚
労
省
は「
寄

せ
ら
れ
た
声
を
受
け
、
改
善

し
た
い
」
と
応
じ
た
。

　
コ
ロ
ナ
関
連
の
補
助
金
の

概
要
や
申
請
方
法
を
会
員
に

フ
ァ
ッ
ク
ス
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

で
案
内
し
て
き
た
。
会
員
か

ら
は
、「
保
険
医
協
会
だ
け
が

私
た
ち
の
立
場
で
情
報
提
供

し
て
く
れ
る
」、「
頼
り
に
な

る
」
と
の
声
も
届
い
て
い
る
。

頼
り
に
な
る
助
け
合
い
の
制
度

休
業
保
障
・
年
金 

加
入
者
の
声

助
け
合
い
制
度
実
感

　
◇
外
来
中
に
腸
閉
塞
・
イ

レ
ウ
ス
の
痛
み
と
嘔
吐
で
緊

急
搬
送
入
院
。
開
業
医
な
の

で
代
務
医
師
の
手
配
、
休
診

の
連
絡
な
ど
ス
タ
ッ
フ
に
助

け
て
も
ら
い
な
が
ら
自
分
で

す
べ
て
対
応
し
ま
し
た
。
経

済
面
も
休
業
保
障
の
給
付
金

で
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
が
、

給
付
申
請
の
折
、
事
務
局
と

大
先
輩
の
協
会
役
員
の
先
生

か
ら
共
感
と
温
か
い
励
ま
し

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
６０
代
・
医
科
開
業
医
）

女
性
医
師
も
頼
れ
る

　
◇
産
前
に
切
迫
早
産
で
長

期
自
宅
療
養
、
入
院
が
必
要

と
な
り
、
産
後
も
合
併
症
で

手
術
を
受
け
、
入
院
、
そ
の

後
自
宅
療
養
し
ま
し
た
。
私

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合

わ
せ
て

　
◇
６０
歳
ま
で
診
療
一
筋
で

老
後
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
協
会
に
問
い

合
わ
せ
、
詳
し
い
説
明
を
聞

き
、
今
か
ら
で
も
と
加
入
を

決
め
ま
し
た
。（
６０
代
・
医
科

開
業
医
）

　
◇
将
来
受
け
取
れ
る
公
的

年
金
の
額
に
不
安
が
あ
り
、

積
立
を
開
始
し
ま
し
た
。
月

々
１
口
１
万
円
か
ら
少
額
で

も
コ
ツ
コ
ツ
若
い
頃
か
ら
積

み
立
て
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。（
３０
代
・
医
科
勤

の
入
院
、
自
宅
療
養
の
間
、

上
の
子
の
学
童
保
育
や
食
事

の
宅
配
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
へ
の
出
費
が
か
さ
み
ま

し
た
の
で
、
休
業
保
障
の
給

付
金
は
と
て
も
あ
り
が
た
か

っ
た
で
す
。（
３０
代
・
医
科
勤

務
医
）

申告納税者の所得税負担率の推移
（2019年分）
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０
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０
０
０
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〜

１
０
億
円
〜

５
０
億
円
〜

１
０
０
億
円
超

る
階
層
で
は
、
所

得
が
増
え
る
に
従

っ
て
所
得
税
の
負

担
率
が
下
が
っ
て

い
く
。
所
得
が
高

い
者
ほ
ど
、
所
得

の
大
部
分
を
株
式

売
却
益
な
ど
金
融

所
得
が
占
め
る

が
、
こ
れ
ら
は
別

途
、
税
率
１５
％
で

済
む
た
め
だ
。
本

迅速な補助金給付を国に要請

会員から寄せられた主な声

　
医
療
機
関
に
対
す
る
感
染
拡
大
防
止
や
発
熱
外
来
等
の

補
助
金
の
給
付
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。
保
団
連
は
、
国

に
繰
り
返
し
改
善
を
求
め
て
い
る
。

感染対策補助金

申
請
サ
ポ
ー
ト「
頼
り
に
な
る
」

厚
労
省
に
制
度
改
善
要
請
も

・補助金がまだ振り込まれていない。　
　あまりにも遅い。
・申請が届いているのか心配。受理さ
　れているかどうかだけでも知りたい。
・コールセンターの担当者によって回
　答が異なる。

休
業
保
障

務
医
）

　
◇
余
裕
資
金
が
あ
れ
ば
保

険
医
年
金
へ
の
加
入
を
お
勧

め
し
ま
す
。
予
定
利
率
が
１

・
２
５
９
％
で
、
受
取
期
間

や
受
取
の
年
金
額
を
自
分
で

設
定
で
き
る
か
ら
で
す
。（
７０

代
・
歯
科
開
業
医
）

年  

金

　
保
団
連
・
保
険
医
協
会
で
は
、「
休
業
保
障
制
度
」、「
保

険
医
年
金
」
な
ど
会
員
の
た
め
の
非
営
利
の
共
済
制
度
を

運
営
し
て
い
る
。
制
度
に
加
入
し
て
い
る
会
員
の
声
を
紹

介
す
る
。（
制
度
の
詳
細
は
７
、
８
面
）。
ま
た
、
団
体
契

約
で
安
価
な
掛
金
で
利
用
で
き
る
「
グ
ル
ー
プ
保
険
」
の

問
い
合
わ
せ
は
各
都
道
府
県
の
保
険
医
協
会
・
医
会
ま
で
。
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き
ら
き
ら
歯
科
医
院
も
今

年
で
７
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
私
の
開
業
当
初
か
ら
の

医
院
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
は
①

朝
一
番
に
医
院
に
入
る
②
週

１
回
の
清
掃
時
間
を
つ
く
る

③
週
一
、
月
一
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
情
報
を
共
有
す
る
―

で
し
た
。
こ
れ
は
今
現
在
も

続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
現
在
も
ス
タ
ッ
フ

・
患
者
さ
ん
の
増
加
に
伴
う

資
料
の
整
理
や
管
理
に
、
器

材
の
追
加
・
ソ
フ
ト
の
導
入

な
ど
を
行
い
、
な
る
べ
く
ス

タ
ッ
フ
に
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
心
が
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

改
革
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
対
策
経

費
の
負
担
増
や
患
者
数
の
減

少
も
あ
り
ま
し
た
が
、
感
染

対
策
は
医
院
の
清
潔
さ
を
整

え
、
各
個
人
の
意
識
改
革
の

意
味
で
は
よ
い
効
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
患
者
数
の
減
少
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
時
間
を
ス

タ
ッ
フ
と
の
患
者
相
談
に
充

て
た
り
、
診
療
時
間
を
制
限

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
セ
ミ

ナ
ー
に
充
て
た
り
と
、
こ
れ

ま
で
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
開
業
前
、
矯
正
歯
科
の

ア
ル
バ
イ
ト
で
た
く
さ
ん
の

医
院
を
み
て
き
ま
し
た
。
安

定
し
た
医
院
は
「
医
院
の
伝

統
」
が
引
き
継
が
れ
、
勝
手

に
ス
タ
ッ
フ
が
考
え
・
動
く

医
院
と
感
じ
ま
し
た
。
歯
科

は
女
性
が
多
い
職
場
と
い
う

特
徴
も
あ
り
ま
す
。
現
在
４

人
の
ス
タ
ッ
フ
が
妊
娠
と
出

産
・
育
児
で
退
職
、
休
職
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
残
る

ス
タ
ッ
フ
の
負
担
や
シ
フ
ト

面
で
の
苦
労
は
絶
え
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で
「
働
き
方

改
革
」
も
取
り
入
れ
る
必
要

が
出
て
き
ま
し
た
。

　
自
分
自
身
に
対
し
て
は

「
無
理
を
し
な
い
」「
で
き
る

仕
事
は
で
き
る
人
に
ま
か
せ

る
」、
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
は

「
勉
強
や
資
料
整
理
の
時
間

の
確
保
」「
残
業
を
さ
せ
な

い
」
と
い
う
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
く
中
で
、
ス
タ
ッ
フ

が
自
立
し
て
患
者
相
談
を
行

っ
た
り
、
資
料
を
整
理
し
た

り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
き
ら
き
ら
歯
科
医
院
の
次

の
目
標
は
「
週
休
３
日
制
」

の
導
入
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
や
シ
ス

テ
ム
改
革
な
ど
、
ま
だ
ま
だ

抱
え
る
問
題
は
多
数
あ
り
ま

す
。
き
ら
き
ら
歯
科
医
院
な

り
の
「
伝
統
」
を
現
在
進
行

形
で
作
り
育
て
な
が
ら
、
院

長
で
あ
る
私
も
ま
だ
ま
だ
育

て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
１８
日
に
保
団
連
研
究
・
学
術
活
動
交
流
会
が
開
催

さ
れ
、
２５
協
会
か
ら
５７
人
が
参
加
し
た
。
記
念
講
演
で
は

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
国
際
感
染
症
セ
ン
タ
ー
長

の
大
曲
貴
夫
氏
（
写
真
）
が
最
新
の
知
見
や
仮
説
を
も
と

に
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
講
演

概
要
を
紹
介
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
症
状
に
幅
が
あ
り
、

治
癒
ま
で
の
期
間
が
長
い
こ

と
、
急
激
に
悪
化
す
る
こ
と

も
特
徴
だ
。
罹
患
者
の
１
％

程
度
が
重
症
化
す
る
。
高
齢

者
な
ど
高
リ
ス
ク
患
者
が
挿

管
さ
れ
る
ほ
ど
重
症
化
し
た

場
合
、
回
復
す
る
方
は
５０
％

未
満
と
な
っ
て
い
る
。

肺
胞
の
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
な

ど
が
、
感
染
し
た
細
胞
の
除

去
、
あ
る
い
は
感
染
し
て
抗

体
が
つ
く
な
ど
し
、
中
和
さ

れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
。

抗
原
提
示
細
胞
の
働
き
に
よ

っ
て
獲
得
免
疫
系
が
働
き
、

細
胞
性
免
疫
の
構
成
の
一
つ

で
あ
る
Ｃ
Ｄ
８
が
呼
び
寄
せ

ら
れ
、
感
染
し
た
細
胞
を
消

去
し
て
い
く
（
図
）。

　
加
齢
や
基
礎
疾
患
が
原
因

で
免
疫
の
サ
イ
ク
ル
が
う
ま

く
回
ら
な
い
場
合
は
、
肺
胞

上
皮
な
ど
が
感
染
し
、
ウ
イ

ル
ス
が
増
え
、
細
胞
死
が
お

こ
っ
て
い
く
。
免
疫
系
活
性

化
が
起
こ
り
、
呼
吸
器
系
を

中
心
に
炎
症
が
起
こ
る
。
そ

の
影
響
は
全
身
の
臓
器
に
及

び
、
重
症
化
す
る
。
治
療
と

し
て
は
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を

抑
え
る
こ
と
と
、
活
性
し
す

ぎ
た
免
疫
系
を
免
疫
調
整
で

抑
え
る
と
い
う
こ
と
が
鍵
に

な
る
。
こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ

ト
で
治
療
薬
の
開
発
が
進
ん

で
い
る
。

　
肺
胞
上
皮
が
感
染
す
る
と

炎
症
が
起
こ
り
、
肺
胞
内
に

浸
出
液
が
充
満
し
、
ガ
ス
交

換
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
、

低
酸
素
血
症
が
お
こ
る
。
炎

症
が
周
辺
の
毛
細
血
管
内
皮

に
影
響
を
及
ぼ
す
。
ウ
イ
ル

ス
自
体
が
血
管
の
内
皮
に
入

り
込
み
、
増
殖
す
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

血
管
内
皮
が
傷
害
さ
れ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

細
か
い
機
序
は
不
明
だ
が
、

凝
固
異
常
が
出
て
Ｄ
︱
ｄ
ｉ

ｍ
ｅ
ｒ
が
上
が
る
。
炎
症
の

活
性
化
、
血
管
内
皮
の
障
害

な
ど
を
原
因
と
し
、
血
管
内

で
凝
固
が
起
こ
る
。
同
じ
こ

と
が
脳
や
腎
臓
な
ど
主
要
臓

器
で
も
起
こ
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

全
身
へ
の
影
響
と　

後
遺
症

　
炎
症
と
循
環
の
問
題
は
、

無
嗅
覚
、
認
知
・
注
意
障
害
、

不
安
、
抑
う
つ
、
自
殺
行
動

な
ど
精
神
に
も
影
響
す
る
。

ド
イ
ツ
と
英
国
の
調
査
で
は

若
年
成
人
で
あ
っ
て
も
２０
～

７０
％
の
患
者
に
見
ら
れ
た
。

日
本
で
も
調
査
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
在
宅
で
治
療
さ
れ

て
い
る
方
が
多
く
調
査
が
難

し
い
。

　
心
臓
に
も
影
響
が
起
こ

る
。
心
筋
障
害
マ
ー
カ
ー
の

高
感
度
ト
ロ
ポ
ニ
ン
Ｔ
（
ｈ

ｓ
︱
Ｔ
ｎ
Ｔ
）
が
６５
％
の
無

症
状
を
含
め
た
患
者
で
陽
性

で
あ
っ
た
。
ｈ
ｓ
︱
Ｔ
ｎ
Ｔ

の
高
さ
と
、
左
心
室
長
軸
ス

ト
レ
イ
ン
の
低
下
の
相
関
を

認
め
た
。

　
今
後
は
後
遺
症
が
問
題
に

な
っ
て
く
る
。
後
遺
症
は
ど

の
年
代
で
も
７０
％
前
後
あ

り
、
年
代
に
よ
っ
て
差
は
な

い
。治

療
法

　
治
療
法
も
確
立
し
て
き

た
。
標
準
療
法
が
あ
る
の
は

呼
吸
不
全
あ
り
の
場
合
。
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
と
し
て
レ
ム
デ

シ
ビ
ル
が
、
免
疫
調
整
薬
と

し
て
デ
キ
サ
メ
サ
ゾ
ン
が
標

準
薬
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。
免
疫
調
整
薬
と
し
て
バ

リ
シ
チ
ニ
ブ
も
使
う
こ
と
が

で
き
、
重
症
の
場
合
デ
キ
サ

メ
サ
ゾ
ン
と
併
用
す
る
こ
と

も
あ
る
。

　
重
症
化
し
た
患
者
の
治
療

は
ま
だ
難
し
い
の
で
、
重
症

化
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
、

抗
体
製
剤
の
開
発
が
注
目
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
次
な
る
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
が
進
ん

で
い
る
。

　
ま
た
、
保
険
で
重
症
化
の

リ
ス
ク
の
高
い
患
者
を
予
測

で
き
る
検
査
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
リ
ス
ク
の
高
い

患
者
に
は
、
抗
体
製
剤
や
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
を
投
与
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
入
院
の
リ

ス
ク
を
下
げ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
主
役
は
市
民
で

あ
る
。
市
民
が
行
動
に
移
し

や
す
い
教
育
や
啓
発
を
す
る

こ
と
、
規
範
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
だ
。
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
進
み
、
治
療
薬
が

開
発
さ
れ
れ
ば
こ
の
病
気
は

社
会
に
許
容
さ
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。

　1971年長崎県生まれ。
96年に長崎大学歯学部
を卒業。小学時代に歯科
矯正を経験し、大学卒後
すぐに「矯正しないでい
い発育」を目標に、あり
た小児矯正歯科、山本歯
科・矯正歯科に勤務。
2012年に長崎市浜の町
にきらきら歯科を開業。
その目標はかわりません

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

大
曲
貴
夫
氏

新
型
コ
ロ
ナ
の
最
新
知
見
を
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
の
最
新
知
見
を
報
告

重
症
化
の
病
態
生
理

　
重
症
化
の
病
態
生
理
の
仮

説
が
立
っ
て
き
た
。
ウ
イ
ル

ス
が
細
胞
内
に
取
り
込
ま

れ
、
細
胞
内
で
増
殖
し
、
炎

症
性
細
胞
死
を
起
こ
す
。
化

学
分
質
や
サ
イ
ト
カ
イ
ン
が

放
出
さ
れ
、
免
疫
細
胞
が
集

ま
っ
て
く
る
。
肺
で
あ
れ
ば

肺胞嚢上皮の細胞レベルでのコロナ感染状況を模式化
（出展：https://doi.org/10.1038/s41577-020-0311-8）

在
宅
医
療
で
の
コ
ロ
ナ
対
応

東
京
協
会
　
中
村
洋
一

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
第
５
波
で
感
染
者
が
急

増
す
る
中
、
在
宅
医
療
の
現
場
の
奮
闘
が
続
け
ら
れ
て
い

る
。
在
宅
医
療
に
関
わ
る
医
師
の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
。

高
齢
者
が
増
え
、
家
族
と
会

え
ず
う
つ
状
態
に
な
る
方
も

お
ら
れ
ま
す
。
訪
問
系
介
護

サ
ー
ビ
ス
従
事
者
が
感
染

し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
困
難

な
ケ
ー
ス
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
当
院
が
訪
問
診
療
を
実
施

し
て
い
る
認
知
症
の
在
宅
患

者
の
ケ
ー
ス
で
は
、
家
族
が

コ
ロ
ナ
に
罹
患
し
重
症
化
。

患
者
本
人
や
家
族
の
感
染
も

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

検
査
費
用
、
防
護
具

提
供
へ
の
支
援
を

　
在
宅
医
療
を
担
う
医
師
が

コ
ロ
ナ
に
罹
患
す
る
と
た
だ

ち
に
休
診
に
追
い
込
ま
れ
ま

す
。
あ
る
開
業
医
が
コ
ロ
ナ

に
罹
患
し
、
在
宅
患
者
を
他

の
医
療
機
関
で
振
り
分
け
る

な
ど
の
対
応
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
職
員
に
定
期
的
に

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
検
査
費
用
は
医
院
の
持

ち
出
し
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
院
内
感
染
を
恐
れ

て
在
宅
患
者
が
緊
急
入
院
す

る
場
合
で
も
、
入
院
時
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
と
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
在
宅
患
者
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
は
、
接
種
後
１５
分
の
観

察
時
間
の
確
保
が
難
し
く
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
な
ど
と
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
調
整
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
接
種
時
間
に
合
わ
せ
て

ワ
ク
チ
ン
を
準
備
し
、
運
搬

に
も
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
行
政
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の

在
宅
医
療
の
継
続
に
必
要
不

可
欠
な
定
期
的
な
検
査
費
用

へ
の
財
政
支
援
や
感
染
防
護

具
の
無
償
提
供
、
在
宅
患
者

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
支
援

な
ど
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

保
健
所
に
は
地
域
の
感
染
状

況
を
地
域
の
医
療
機
関
と
情

報
共
有
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。

　
東
京
で
は
自
宅
療
養
者
が

急
増
し
、
開
業
医
に
も
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
家

族
感
染
や
急
な
病
態
変
化
へ

の
対
応
、
検
査
や
入
院
調
整

な
ど
コ
ロ
ナ
禍
で
の
在
宅
医

療
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
地

域
で
の
連
携
を
強
め
シ
ス
テ

ム
と
し
て
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
高
齢
の
在
宅

患
者
の
健
康
状
態
は
確
実
に

悪
化
し
て
い
ま
す
。

　
感
染
リ
ス
ク
を
恐
れ
て
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
介
護
利
用

が
制
限
さ
れ
、
足
腰
が
弱
る
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２
０
２
2
年
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
保
団
連
要
求

を
連
載
で
紹
介
す
る
。

初
・
再
診
料
引
き
上
げ
、

感
染
対
策
加
算
の
継
続
を

外来

　
歯
科
診
療
報
酬
の
評
価
を

抜
本
的
に
見
直
し
適
正
に
引

き
上
げ
る
こ
と
、
ま
た
、
基

本
診
療
料
に
包
括
さ
れ
て
い

る
歯
肉
息
肉
除
去
手
術
、
ラ

バ
ー
ダ
ム
や
ス
タ
デ
ィ
モ
デ

ル
な
ど
は
再
評
価
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

　「
麻
酔
は
含
ま
れ
る
」
と
し

て
実
際
に
行
っ
て
も
、
別
途

算
定
で
き
な
い
項
目
を
見
て

み
る
と
、
歯
周
基
本
治
療
、

窩
洞
形
成
、
う
蝕
歯
即
時
充

填
形
成
、
う
蝕
歯
イ
ン
レ
ー

修
復
形
成
等
が
あ
る
が
、
浸

潤
麻
酔
手
技
料
３０
点
と
麻
酔

薬
剤
料
を
差
し
引
く
と
、
技

術
料
自
体
は
あ
ま
り
に
も
低

っ
た
。

　
画
家
・
小
杉
放
菴
、
陶
芸

家
・
板
谷
波
山
が
草
分
け
と

し
て
転
入
、
画
家
の
社
交
場

田
端
文
士
た
ち
の
ア青

　
　
　春

オ
ハ
ル

第87回
　
明
治
中
期
ま
で
田
端
（
東

京
都
北
区
）
は
閑
静
な
農
村

で
あ
っ
た
が
、
上
野
に
東
京

美
術
学
校
（
現
・
東
京
藝
術

大
学
）
が
開
校
し
、
田
端
駅

開
業
で
交
通
の
便
が
整
っ
た

こ
と
で
芸
術
家
た
ち
が
集
ま

「
ポ
プ
ラ
倶
楽
部
」も
誕
生
す

る
な
ど
、
田
端
は
さ
な
が
ら

芸
術
家
村
で
あ
っ
た
。

　
や
が
て
大
正
期
に
は
、
小

説
家
・
芥
川
龍
之
介
、
詩
人

・
室
生
犀
星
も
田
端
に
暮
ら

し
始
め
る
。

　
文
壇
に
華
々
し
く
登
場
し

た
２
人
を
中
心
に
菊
池
寛
、

堀
辰
雄
、
萩
原
朔
太
郎
、
土

屋
文
明
ら
友
人
、
後
輩
が
集

ま
り
田
端
は
「
文
士
村
」
と

な
っ
た
。
大
正
期
の
田
端
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
家
が
新

し
い
雑
誌
を
編
集
・
発
行
し

て
い
た
。

　
夢
を
抱
い
て
雑
誌
を
作
る

日
々
は
、
田
端
文
士
た
ち
に

と
っ
て
の
ア
オ
ハ
ル
（
青
春
）

と
言
え
る
時
代
だ
っ
た
。

　
詩
人
の
野
口
雨
情
・
サ
ト

ウ
ハ
チ
ロ
ー
ら
の
今
で
も
広

く
愛
さ
れ
て
い
る
作
品
も
田

端
で
生
ま
れ
、
漫
画
家
・
田

河
水
泡
の
「
の
ら
く
ろ
」
は

田
端
時
代
に
連
載
が
始
ま
っ

た
。

　
ま
た
、
社
会
運
動
家
・
平

塚
ら
い
て
う
も
田
端
文
士
の

一
人
で
、
市
川
房
枝
ら
と
新

婦
人
協
会
を
結
成
し
た
。
名

言
「
元
始
、
女
性
ハ
太
陽
で

あ
っ
た
」
は
、
女
性
が
活
躍

す
る
社
会
を
目
指
し
た
。

　
田
端
文
士
村
記
念
館
は
、

田
端
ゆ
か
り
の
文
士
芸
術
家

の
作
品
や
資
料
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
田
端
に
は
著
名
な
文

士
芸
術
家
１
０
０
人
以
上
が

東
西
１
キ
ロ
・
南
北
０
・
７

キ
ロ
の
範
囲
に
暮
ら
し
て
い

た
。

　
約
１
時
間
で
、
居
跡
を
散

策
で
き
ま
す
。
文
士
芸
術
家

た
ち
が
歩
い
た
道
を
あ
な
た

も
辿
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
副
会
長
　
森
元
主
税
）

芥川龍之介旧居跡に建てられた看板

技
術
料
の
適
正
引
き
上
げ
、

包
括
の
抜
本
見
直
し

歯科

い
評
価
で
あ
る
。

　
ま
た
、
過
去
の
包
括
を
見

て
み
る
と
、
補
強
線
１
４
６

点
（
材
料
料
含
む
）、
遊
離
端

加
算
８５
点
が
有
床
義
歯
又
は

義
歯
修
理
に
含
ま
れ
る
と
し

て
包
括
、
歯
肉
息
肉
除
去
手

術
５４
点
と
ラ
バ
ー
加
算
１０
点

が
基
本
診
療
料
に
包
括
、
ス

タ
デ
ィ
モ
デ
ル
５０
点
が
基
本

診
療
料
に
包
括
等
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
包
括
に
よ
る
点
数

の
引
き
上
げ
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
廃
止
に
等
し
い
と
言
え

る
。

　
チ
ェ
ア
サ
イ
ド
に
お
け
る

技
術
料
の
大
幅
な
引
き
上
げ

と
、
包
括
・
廃
止
さ
れ
た
項

目
の
う
ち
患
者
に
と
っ
て
有

益
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ

い
て
は
再
評
価
が
必
要
で
あ

る
。

地
域
医
療
支
え
る
　

大
幅
引
き
上
げ
を
　
　

　
　
　
　
　
　
医
科

　
保
団
連
の
住
江
憲
勇
会
長

は
、「
こ
の
間
の
中
医
協
の
議

論
で
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
耐
え

ら
れ
る
基
本
的
な
経
営
体
力

が
医
療
機
関
に
備
わ
っ
て
い

な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

し
か
し
、
非
常
時
に
地
域
医

療
を
守
る
た
め
に
医
療
機
関

に
求
め
ら
れ
る
能
力
と
責
任

は
極
め
て
重
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
」
と
し
、
感
染

対
策
と
し
て
の
初
・
再
診
料

等
へ
の
加
算
を
１０
月
以
降
も

継
続
す
る
よ
う
強
く
要
望
し

た
。
厚
労
省
は
、「
今
後
の
感

染
状
況
に
応
じ
、
柔
軟
に
対

応
し
た
い
」
と
答
え
た
。

　
住
江
会
長
は
ま
た
、
こ
の

間
の
診
療
報
酬
改
定
の
経
過

を
提
示
し
、「
診
療
報
酬
は
医

療
の
質
を
決
め
る
も
の
。
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
と
比
較
し
て

も
、
日
本
の
社
会
保
障
費
は

低
す
ぎ
る
。
社
会
保
障
拡
充

の
た
め
財
源
確
保
が
世
界
の

主
流
だ
」
と
述
べ
、
診
療
報

酬
10
％
以
上
の
引
き
上
げ
、

基
本
診
療
料
大
幅
引
き
上
げ

を
求
め
た
。

　
こ
の
他
、
▽
改
定
内
容
の

周
知
期
間
確
保
▽
レ
セ
プ
ト

情
報
収
集
を
目
的
と
し
た
レ

セ
プ
ト
摘
要
欄
記
載
の
コ
ー

ド
化
撤
廃
▽
初
診
か
ら
の
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
反
対
▽
感
染

防
止
対
策
も
踏
ま
え
た
す
べ

て
の
入
院
基
本
料
の
引
き
上

げ
▽
療
養
病
床
の
廃
止
撤
回

▽
入
院
時
食
事
療
養
費
の
引

き
上
げ
―
な
ど
を
求
め
た
。

　
武
田
浩
一
医
科
社
保
部
長

は
、
改
定
内
容
の
周
知
期
間

の
確
保
が
不
可
欠
と
強
調
。

厚
労
省
は
「
周
知
が
図
ら
れ

る
よ
う
検
討
し
た
い
」
と
答

え
た
。
そ
の
他
在
宅
医
療
に

お
け
る
薬
剤
・
材
料
の
持
ち

出
し
の
改
善
を
求
め
た
と
こ

ろ
、「
使
用
頻
度
や
価
格
な
ど

調
査
は
行
っ
て
い
る
が
、
限

界
も
あ
る
。
現
場
か
ら
よ
り

具
体
的
な
情
報
が
ほ
し
い
」

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

低
く
据
え
置
か
れ
た

技
術
料
引
き
上
げ
を
　

　
　
　
　
　
　
歯
科

　
歯
科
の
要
請
で
は
、
前
日

４
日
に
中
医
協
総
会
で
示
さ

れ
た
論
点
を
ふ
ま
え
、
保
団

連
要
求
の
実
現
を
求
め
た
。

　
保
団
連
の
新
井
良
一
歯
科

社
保
部
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
地
域
の
歯
科
医
療
を
支
え

る
た
め
、「
①
低
い
評
価
に
据

え
置
か
れ
て
い
る
技
術
料
の

適
正
な
引
き
上
げ
、
基
本
診

療
料
に
包
括
さ
れ
て
い
る
ス

タ
デ
ィ
モ
デ
ル
な
ど
の
項
目

の
再
評
価
②
院
内
感
染
防
止

対
策
の
評
価
に
関
す
る
現
行

の
施
設
基
準
の
廃
止
と
、
初

再
診
料
の
大
幅
引
き
上
げ
③

処
置
や
歯
冠
修
復
・

欠
損
補
綴
で
麻
酔
が

包
括
さ
れ
て
い
る
項

目
で
の
麻
酔
薬
材
料

の
算
定
―
が
必
要

だ
」
と
強
調
し
、
要

求
し
た
。

　
こ
の
他
、
外
来
機

能
で
は
、
か
強
診
の

評
価
体
系
を
抜
本
的

に
見
直
し
、
関
連
項

目
を
全
歯
科
医
療
機

関
が
取
り
組
め
る
よ

う
な
再
編
・
整
理
を

求
め
た
。

　
在
宅
医
療
で
は
、

２０
年
改
定
で
新
設
さ

れ
た
非
経
口
摂
取
患

者
口
腔
粘
膜
処
置
に

つ
い
て
、
実
施
状
況
や
改
善

内
容
に
関
す
る
保
団
連
の
調

査
を
基
に
、
患
者
の
実
態
に

即
し
た
運
用
、算
定
回
数
と
、

歯
周
病
治
療
と
の
同
月
算
定

を
要
求
し
た
。

　
ま
た
、
長
期
管
理
が
進
ん

で
い
る
実
態
に
合
わ
せ
て
、

同
一
初
診
期
間
中
１
回
の
み

の
算
定
な
ど
の
算
定
制
限
の

見
直
し
、
歯
周
病
重
症
化
予

防
治
療
の
対
象
疾
患
の
基
準

や
管
理
期
間
を
患
者
の
状
態

に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
対
応
で

き
る
よ
う
求
め
た
。

　
こ
の
他
、
▽
歯
冠
修
復
・

欠
損
補
綴
で
の
チ
ェ
ア
サ
イ

ド
の
技
術
料
の
大
幅
引
き
上

げ
▽
歯
科
技
工
士
の
適
正
な

評
価
の
確
立
▽
歯
科
用
貴
金

属
の
購
入
価
格
が
過
不
足
な

く
保
険
償
還
さ
れ
る
制
度
改

善
―
を
求
め
た
。

　
保
団
連
は
、
２
０
２
２
年
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
要

求
を
第
２
回
代
議
員
会
で
決
め
、
8
月
5
日
に
厚
労
省
に

要
請
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
露
呈
し
た
医
療
体
制
の
脆
弱
さ

へ
の
対
応
な
ど
の
課
題
を
突
き
付
け
た
。

診療報酬改善を
厚労省に要請

非
常
時
に
耐
え
る
医
療
に

医科の要請㊤と、歯科の要請㊦のもよう。厚労省の担
当者（いずれも左）に要望書を手渡す保団連の役員ら

　
初
・
再
診
料
の
役
割
は
、

基
本
的
な
診
察
や
処
置
等
の

提
供
に
必
要
な
人
的
・
物
的

コ
ス
ト
の
補
填
と
さ
れ
て
い

る
。

　
保
団
連
は
、
従
前
よ
り
初

・
再
診
料
の
現
状
の
評
価
は

全
く
不
足
し
て
い
る
点
を
現

場
の
具
体
的
窮
状
を
踏
ま
え

指
摘
し
て
き
た
が
、
改
善
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

　
医
療
機
関
は
日
常
診
療

で
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
あ
ら
ゆ

る
疾
患
へ
の
対
応
は
も
ち
ろ

ん
、
24
時
間
対
応
も
含
め
た

外
来
患
者
や
在
宅
患
者
の
一

元
的
な
管
理
な
ど
、
極
め
て

高
い
水
準
の
機
能
と
責
任
を

「
最
低
限
」
の
も
の
と
し
て
求

め
ら
れ
る
の
が
現
状
だ
。

　
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
は
、
防

護
具
、
動
線
、
待
機
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
な
ど
、
感
染
症
対

策
の
徹
底
も
新
た
に
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
対
応
は
コ
ロ
ナ
収
束
後

も
新
興
感
染
症
対
策
と
し
て

恒
常
的
に
必
要
と
な
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
っ
て
初
・
再

診
料
の
不
足
も
よ
り
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
国
に
よ
る
実

態
調
査
や
、
そ
れ
に
基
づ
く

大
幅
な
引
き
上
げ
を
求
め

る
。

　
ま
た
、
少
な
く
と
も
感
染

症
拡
大
防
止
の
観
点
で
、
厚

労
省
が
臨
時
的
に
設
定
し
た

外
来
等
感
染
症
対
策
実
施
加

算
や
乳
幼
児
感
染
予
防
策
加

算
は
、
感
染
収
束
後
も
継
続

算
定
で
き
る
よ
う
強
く
求
め

る
。
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ひらの　けいいちろう
　1975年生まれ。99年、京都大学法学
部在学中に投稿した『日蝕』で芥川賞受
賞。2020年から同賞選考委員。
　主な著書は、小説では『葬送』、『滴り
落ちる時計たちの波紋』、『決壊』（芸術
選奨文部科学大臣新人賞受賞）、『ドー
ン』（ドゥマゴ文学賞受賞）、『かたちだけ
の愛』、『空白を満たしなさい』、『透明な
迷宮』、エッセイに『考える葦』、『私とは
何か「個人」から「分人」へ』など。16年刊
行の長編小説『マチネの終わりに』（渡辺
淳一文学賞受賞）は累計58万部を超え
るロングセラーとなり、19年に映画化。
18年に発表した『ある男』で読売文学賞
受賞。
　公式サイト　http://k-hirano.com/

　
小
説
家
の
平
野
啓
一
郎
氏
に
、
最
新
刊
『
本
心
』
に
盛

り
込
ま
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
格
差
と
貧
困
、
死
の
自
己
決

定
等
に
つ
い
て
、
天
谷
静
雄
保
団
連
理
事
が
聞
い
た
。

　
天
谷
　『
本
心
』は
死
ん
だ

母
親
を
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

等
を
使
っ
て
再
現
す
る
と
い

う
出
だ
し
に
引
き
込
ま
れ
て

一
気
に
読
み
ま
し
た
。

　
舞
台
と
さ
れ
て
い
る
２０
年

後
の
日
本
で
は
、
格
差
と
貧

困
の
拡
大
、
社
会
保
障
の
崩

壊
、
少
子
高
齢
化
等
が
人
々

の
生
活
に
暗
い
影
を
落
と
し

て
い
ま
す
ね
。
さ
ら
に
自
分

の
死
に
時
を
自
分
で
決
め
る

「
自
由
死
」が
合
法
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
時
代
設
定
に
し

た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

　
平
野
　
ま
ず
、
未
来
予
測

は
難
し
い
で
す
け
れ
ど
も
、

地
球
温
暖
化
と
日
本
の
少
子

高
齢
化
は
間
違
い
な
く
到
来

す
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、

日
本
は
そ
の
対
応
が
全
く
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
近
年
は
多
く
の
人

が
国
の
財
政
問
題
に
意
識
的

に
な
り
、「
予
算
を
使
う
に
値

す
る
人
間
」
と
「
値
し
な
い

人
間
」
と
を
選
別
し
よ
う
と

す
る
非
常
に
危
険
な
風
潮
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
小
説
の
舞
台
は
、
僕

も
属
す
る
い
わ
ゆ
る
ロ
ス
ジ

ェ
ネ
（
※
）
と
い
わ
れ
る
世

代
が
高
齢
者
に
な
る
時
代
な

ん
で
す
が
、
こ
の
世
代
は
、

就
職
の
時
期
に
バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
不
景
気
が
直
撃
し
、
現

在
も
多
く
が
低
賃
金
の
非
正

規
労
働
者
と
し
て
苦
労
し
て

い
ま
す
。
こ
の
世
代
が
高
齢

者
に
な
っ
た
と
き
、
ど
う
支

え
て
い
く
か
が
問
題
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
今
の
状
況
が
続
け
ば
、
高

　
天
谷
　
作
中
で
主
人
公
の

朔
也
の
母
親
は
、
生
前
に
自

由
死
を
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、

息
子
の
反
対
で
か
な
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
平
野
　
こ
の
テ
ー
マ
は
、

僕
が
以
前
か
ら
提
唱
し
て
い

る
「
分
人
主
義
」
と
関
係
し

て
い
ま
す
。
人
間
は
対
人
関

係
ご
と
に
様
々
な
人
格
を
持

っ
て
い
て
、
そ
の
一
つ
一
つ

を
「
個
人
」
に
対
し
て
「
分

人
」
と
呼
ぶ
と
い
う
も
の
で

す
。

　
分
人
の
中
に
は
心
地
い
い

も
の
も
あ
れ
ば
非
常
に
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
、
人
生
の

最
期
は
、
愛
す
る
人
に
囲
ま

れ
て
自
分
が
最
も
好
ま
し
い

と
感
じ
ら
れ
る
分
人
で
死
を

迎
え
る
の
が
幸
福
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た

　
死
に
時
を
自
分
で
決
め
る

自
由
が
一
切
な
け
れ
ば
、
孤

独
に
死
を
迎
え
て
し
ま
う
可

能
性
は
か
な
り
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
自
由
死
の
よ
う

な
制
度
を
社
会
が
本
当
に
禁

止
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

を
考
え
た
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

社
会
的
弱
者
を
追
い

詰
め
る
危
険

　
天
谷
　
小
説
で
は
森
鷗
外

の
『
高
瀬
舟
』
が
引
用
さ
れ

て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
「
安

楽
死
」
の
問
題
を
扱
っ
て
い

て
意
味
深
長
で
す
。

　
医
療
現
場
で
は
今
は
、
消

極
的
安
楽
死
の
考
え
方
が
主

流
で
す
が
、
積
極
的
安
楽
死

な
ど
も
考
え
て
い
け
ば
、
命

の
選
別
の
危
険
は
避
け
て
通

れ
ま
せ
ん
。

　
平
野
　
死
の
自
己
決
定
は

今
後
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
社

会
的
な
議
論
に
な
っ
て
い
く

と
予
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
平
時
の
わ
れ
わ
れ
一
般
の

問
題
と
し
て
考
え
る
必
要
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、「
苦
し
い
状
況
に

あ
る
人
た
ち
が
死
に
た
い
と

　
天
谷
　
資
本
主
義
の
抱
え

る
諸
矛
盾
が
著
し
く
露
呈
し

た
社
会
で
ど
う
生
き
る
べ
き

か
を
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
小

説
で
も
あ
り
ま
す
。
主
人
公

の
朔
也
は
、
貧
困
状
態
に
あ

り
な
が
ら
格
差
を
容
認
す
る

母
親
の
友
人
の
三
好
や
、
暴

力
的
に
社
会
を
変
革
し
よ
う

と
す
る
同
僚
の
岸
谷
と
は
違

う
道
を
選
び
ま
す
ね
。

　
平
野
　
現
実
の
社
会
を
変

え
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
で

き
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
け
れ
ど
、
朔
也
に
は
、

困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
行

為
を
通
じ
て
自
分
の
存
在
価

値
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
が
少

し
ず
つ
現
実
を
変
え
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
希
望
を
持
っ

て
ほ
し
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

社
会
全
体
を
良
く
す
る
上
で

も
、
一
人
一
人
が
他
者
に
対

す
る
小
さ
な
ケ
ア
み
た
い
な

と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
の
が
、

あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
一
方
で
、
世
界
の
富
の
８

割
を
１
％
の
人
た
ち
が
得
て

い
る
と
い
う
本
当
に
馬
鹿
げ

た
格
差
が
地
球
全
体
を
覆
っ

て
い
て
、
そ
れ
は
個
人
の
日

常
的
な
実
践
で
改
善
で
き
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
問
題
は
、
政
治
参
加

を
通
じ
て
、
お
金
の
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
税
金
を
し
っ
か
り

取
る
よ
う
に
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。医

療
体
制
の
弱
さ
は

新
自
由
主
義
の
ツ
ケ

　
天
谷
　
資
本
主
義
の
矛
盾

は
医
療
分
野
に
も
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
今

の
政
府
は
専
門
家
の
意
見
を

無
視
し
て
商
業
主
義
と
切
り

離
せ
な
い
東
京
五
輪
を
強
行

し
、
コ
ロ
ナ
感
染
爆
発
に
拍

車
を
か
け
て
い
ま
す
。
平
野

さ
ん
も
五
輪
中
止
を
発
信
し

続
け
て
き
ま
し
た
ね
。

　
医
療
崩
壊
の
中
で
医
療
者

は
悪
戦
苦
闘
し
て
お
り
、
国

が
医
療
費
を
削
減
し
続
け
て

き
た
こ
と
が
そ
の
要
因
で
す
。

保
団
連
は
医
療
・
社
会
保
障

充
実
の
政
治
へ
の
転
換
を
訴

え
て
い
ま
す
。

　
平
野
　
日
本
は
欧
米
に
比

べ
て
少
な
い
患
者
数
で
簡
単

に
医
療
崩
壊
の
危
機
を
迎
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
医
療
体
制
の
弱
さ
は
資
本

主
義
の
原
理
を
押
し
進
め
る

長
い
新
自
由
主
義
路
線
の
ツ

ケ
で
す
し
、
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

　
政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
重
症
患
者
以
外
の

入
院
制
限
の
方
針
を
打
ち
出

し
、
完
全
に
は
撤
回
し
て
い

ま
せ
ん
。
初
期
に
手
当
を
す

れ
ば
重
症
化
を
防
げ
る
治
療

法
も
手
探
り
で
行
わ
れ
て
い

る
中
で
、
そ
の
治
療
自
体
を

困
難
に
す
る
よ
う
な
恐
ろ
し

い
政
策
で
す
ね
。

　
医
療
現
場
の
皆
さ
ん
の
取

り
組
み
に
、
僕
自
身
も
小
説

家
と
し
て
、
さ
ら
に
一
市
民

と
し
て
連
帯
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

※
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
：
ロ
ス
ト
・

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
就
職
難
の

時
代
に
就
職
活
動
を
し
た
世

代
。
１
９
７
０
年
か
ら
８０
年

頃
の
生
ま
れ
。

齢
者
に
対
し

て
「
い
つ
ま

で
生
き
て
い

る
ん
だ
」
と

い
う
風
当
た

り
が
強
ま

り
、
高
齢
者

自
身
も
生
き

続
け
る
こ
と

い
う
の
を
否
定
で
き
る
の
か
」

と
社
会
的
弱
者
に
こ
の
問
題

を
押
し
付
け
る
よ
う
な
形
で

議
論
を
進
め
る
こ
と
は
非
常

に
危
険
で
す
。

　
僕
は
今
の
日
本
の
よ
う
に

優
生
思
想
も
語
ら
れ
る
よ
う

な
時
代
に
、
積
極
的
安
楽
死

を
認
め
て
い
こ
う
と
す
れ
ば
、

実
質
的
に
「
い
つ
ま
で
生
き

る
の
か
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
な
り
、
不
本
意
な
形
で

追
い
詰
め
ら
れ
て
い
く
人
た

ち
が
相
当
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
も
強
く
懸
念
し
て

い
ま
す
。

　
特
に
神
奈
川
県
相
模
原
市

の
障
害
者
施
設
「
津
久
井
や

ま
ゆ
り
園
」
で
の
大
量
殺
傷

の
よ
う
な
優
性
思
想
に
基
づ

く
犯
罪
が
起
き
た
と
き
に

は
、
い
っ
た
ん
死
の
自
己
決

定
の
議
論
は
止
め
な
い
と
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

に
肯
定
的
な
感
情
を
持
ち
に

く
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
で
す
か
ら
「
自
由

死
」
と
い
う
架
空
の
制
度
を

設
定
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者

が
生
き
続
け
る
希
望
を
ど
う

守
っ
て
い
け
る
の
か
を
考
え

た
い
と
い
う
意
図
が
あ
り
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
社
会
に
格
差
が

広
が
り
、
そ
れ
を
是
正
し
よ

う
と
す
る
力
が
非
常
に
弱
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
懸
念
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は

暗
い
未
来
が
来
て
し
ま
う
と

い
う
懸
念
を
持
っ
て『
本
心
』

の
世
界
を
描
き
ま
し
た
。

聞き手・天谷理事

Ⓒ依田佳子

文藝春秋・1980円（税込）
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兵
庫
県
の
環
境
・
公
害
の

主
な
課
題
は
、
原
発
、
ア
ス

ベ
ス
ト
、石
炭
火
力
発
電
所
、

産
業
廃
棄
物
処
理
場
、
地
球

温
暖
化
が
あ
る
。

　
福
井
県
・
高
浜
原
発
か
ら

５０
キ
ロ
圏
内
に
兵
庫
県
の
一

部
地
域
が
入
り
、
重
大
事
故

時
に
琵
琶
湖
が
放
射
能
に
よ

り
汚
染
さ
れ
れ
ば
、
神
戸
市

の
水
道
の
７３
・
６
％
（
２
０

２
０
年
４
月
時
点
、
神
戸
市

水
道
局
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
が
使
え

な
く
な
り
、
福
井
県
か
ら
多

く
の
被
災
者
も
受
け
入
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
で
は
、
ク
ボ

タ
シ
ョ
ッ
ク
に
始
ま
り
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
建

造
物
の
倒
壊
、
瓦
礫
処
理
を

　
日
本
の
公
的
医
療
保
険
制

度
は
、
ど
ん
な
立
場
の
人
も

漏
れ
る
こ
と
な
く
受
診
で
き

る
国
民
皆
保
険
で
あ
る
、
と

諸
外
国
か
ら
も
高
く
評
価
さ

れ
、
実
際
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス

で
あ
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
は
、
女
性
の
保
険
医
療
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
阻
害
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
背
景
に
は
、
男
性
主
体
の

制
度
設
計
と
女
性
へ
の
差
別

偏
見
に
も
と
づ
く
社
会
的
、

文
化
的
、
心
理
的
障
壁
が
あ

る
。保

険
証
の
発
行
停
止

が
増
加

　
世
帯
主
と
し
て
の
男
性
正

社
員
を
前
提
に
、
企
業
が
そ

の
費
用
を
分
担
す
る
本
制
度

で
は
、
不
安
定
雇
用
で
あ
る

こ
と
が
多
い
女
性
が
十
分
に

　
コ
ロ
ナ
禍
が
女
性
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
そ
の
背
景
に
つ

い
て
、
東
京
都
で
の
「
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

会
」
開
催
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
松
元

ち
え
氏
（
写
真
）
に
連
載
し
て
も
ら
う
（
4
回
連
載
）。

恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は
難
し

い
。

　
女
性
支
援
の
相
談
員
に
よ

れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
解
雇

に
よ
っ
て
、
超
短
期
の
ア
ル

バ
イ
ト
や
日
雇
い
の
仕
事
で

か
ろ
う
じ
て
生
活
を
送
る
女

性
が
、
収
入
減
少
で
国
民
健

康
保
険
料
を
滞
納
し
た
た
め

保
険
証
が
発
行
停
止
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
相
談
が

増
え
た
と
い
う
。
保
険
証
が

手
元
に
な
け
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
で
医
療
か
ら
は
遠
ざ
か

る
。

　
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ

っ
て
も
、
そ
の
申
請
方
法
を

知
ら
な
か
っ
た
り
、
知
っ
て

い
て
も
手
続
き
が
で
き
な
か

っ
た
り
す
る
中
で
、
生
活
費

を
差
し
置
い
て
保
険
料
の
支

払
い
を
優
先
し
、
水
道
や
電

気
を
止
め
ら
れ
て
し
ま
う
女

性
も
珍
し
く
な
い
。

　
相
談
員
は
、
貧
困
と
隣
り

合
わ
せ
の
女
性
や
若
年
の
女

性
に
は
、「
医
療
保
険
制
度
の

仕
組
み
や
、
社
会
の
シ
ス
テ

ム
を
十
分
に
説
明
し
て
も
ら

っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
理
解

し
て
い
な
い
人
が
多
い
」
と

話
す
。

　
日
本
で
は
、
公
的
医
療
保

険
制
度
の
利
用
者
に
対
し

て
、
義
務
教
育
で
も
社
会
の

組
織
内
で
も
制
度
に
つ
い
て

の
教
育
や
構
造
的
な
説
明
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
、
特

に
脆
弱
性
が
高
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
指
摘

し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
被
扶
養
者
で
あ
る

女
性
や
子
ど
も
が
、
Ｄ
Ｖ
や

虐
待
な
ど
世
帯
主
で
あ
る
男

性
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
医

療
の
受
診
を
躊
躇
せ
ざ
る
を

え
な
い
事
例
も
多
々
あ
る
。

安
全
の
た
め
に
加
害
男
性
か

ら
逃
げ
て
い
る
状
態
で
は
、

保
険
証
を
利
用
す
る
こ
と
で

避
難
先
だ
け
で
な
く
、
病
院

や
診
療
内
容
な
ど
が
わ
か
っ

て
し
ま
う
と
い
う
不
安
に
つ

な
が
る
か
ら
だ
。

医
療
者
の
態
度
が
委

縮
生
む
ケ
ー
ス
も

　
ま
た
連
載
初
回
で
も
述
べ

た
が
、
暴
力
の
被
害
に
遭
う

こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
女

性
に
と
っ
て
は
、
例
え
ば
児

童
扶
養
手
当
な
ど
様
々
な
手

続
き
の
た
め
に
生
育
歴
や
人

生
経
験
、
結
婚
歴
な
ど
を
、

行
政
に
対
し
て
説
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
制
度
利
用
に

該
当
す
る
か
否
か
な
ど
評
価

対
象
と
さ
れ
る
た
め
、
申
請

す
る
こ
と
自
体
に
心
理
的
障

壁
が
立
ち
は
だ
か
る
。

　
実
際
、
こ
う
し
た
制
度
申

請
時
に
お
け
る
聴
き
取
り

が
、
女
性
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
踏
み
込
ん
だ
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
と
し
て
横
行
し
て
い
る
こ

と
が
最
近
も
報
道
さ
れ
た
ば

か
り
だ
（「
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ

ル
」
８
月
２５
日
付
）。

　
医
療
機
関
に
お
い
て
も
、

女
性
は
男
性
よ
り
ド
ク
タ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
を
経
験

す
る
。
ま
た
、
医
師
な
ど
の

医
療
従
事
者
か
ら
一
方
的
に

生
活
態
度
を
注
意
さ
れ
た

り
、
病
気
に
つ
い
て
納
得
が

い
く
よ
う
に
説
明
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
り
、
さ
ら
に
は

威
圧
的
な
態
度
を
取
ら
れ
て

萎
縮
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た

弊
害
も
あ
る
。
こ
う
し
た
負

の
経
験
が
積
み
重
な
り
、
ア

ク
セ
ス
へ
の
障
壁
が
よ
り
厚

く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　
基
本
的
人
権
で
あ
る
べ
き

保
険
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
、
本
当
の
意
味
で
万
人
に

保
証
さ
れ
る
た
め
に
は
、
も

っ
と
も
ア
ク
セ
ス
を
必
要
と

す
る
人
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
、
今
一
度
問
い
直
し
見
直

す
べ
き
時
か
も
し
れ
な
い
。

兵
庫
協
会
が
取
り
組
む
公
害
問
題

る
。

　
安
倍
前
総
理
の
出
身
企
業

神
戸
製
鋼
所
は
地
球
温
暖
化

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
旧
大
気

汚
染
地
域
で
未
だ
高
濃
度
大

気
汚
染
警
戒
地
域
で
あ
る
神

戸
市
の
中
心
部
で
、
忖
度
を

受
け
た
と
思
わ
れ
る
ア
セ
ス

審
査
裁
定
で
１
３
０
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
石
炭
火
力
発
電
所

の
増
設
を
進
め
て
い
る
。
住

民
は
行
政
、
民
事
で
提
訴
し

闘
っ
て
い
る
が
、
行
政
裁
判

で
は
Ｐ
Ｍ
２
・
５
を
評
価
項

目
と
し
て
い
な
か
っ
た
点
に

つ
い
て
違
法
性
を
認
め
ず
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
規
制
に
関
す
る

規
定
を
定
め
て
い
な
い
点
に

つ
い
て
も
住
民
の
訴
え
る
権

利
を
否
認
し
た
不
当
判
決
が

出
さ
れ
た
。

　
産
廃
処
分
場
建
設
で
は
、

住
民
の
反
対
運
動
に
よ
っ
て

処
分
場
建
設
が
中
断
し
た
地

域
で
、
産
廃
業
者
に
よ
り
環

境
に
配
慮
し
な
い
大
規
模
太

陽
光
発
電
が
建
設
さ
れ
、
土

砂
災
害
な
ど
の
危
険
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
兵
庫
協
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
問
題
で
随
時
抗
議
声
明
を

発
表
す
る
と
と
も
に
、
運
動

団
体
へ
の
参
加
や
行
政
へ
の

要
望
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　
県
民
の
健
康
を
守
る
団
体

と
し
て
、
環
境
・
公
害
問
題

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
認
識

し
、
活
動
し
て
い
る
。

�

（
保
団
連
公
害
環
境
対
策
部

員
・
兵
庫
協
会
　
森
岡
芳
雄
）
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被
爆
体
験
者
の
被
爆
認
定
を
求
め
て

被
爆
体
験
者
の
被
爆
認
定
を
求
め
て

　
菅
義
偉
首
相
は
、
広
島
「
黒
い
雨
」
訴
訟
の
広
島
高
裁

の
判
決
に
上
告
し
な
い
こ
と
を
表
明
し
、
原
告
ら
に
被
爆

者
健
康
手
帳
が
交
付
さ
れ
た
。
長
崎
協
会
で
は
、
被
爆
し

た
す
べ
て
の
人
を
被
爆
者
と
認
定
し
、
被
爆
者
健
康
手
帳

を
交
付
す
る
こ
と
を
求
め
て
署
名
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

協
会
の
本
田
孝
也
会
長
（
写
真
）
に
、
そ
の
意
義
を
寄
稿

し
て
も
ら
っ
た
。

長
崎
協
会
で
署
名
取
り
組
み

　
菅
義
偉
首
相
は
広
島
「
黒

い
雨
」
訴
訟
の
上
告
を
断
念

し
、
８
月
６
日
、
広
島
の
平

和
祈
念
式
典
の
挨
拶
で
「
原

告
の
皆
様
と
同
じ
よ
う
な
事

情
に
あ
っ
た
方
々
に
つ
い
て

も
、
救
済
で
き
る
よ
う
早
急

に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
長
崎
の
被
爆
地
域
以
外
で

原
爆
に
あ
っ
た
住
民
は
被
爆

者
で
は
な
く
被
爆
体
験
者
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
度
こ

そ
被
爆
者
と
認
め
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
期
待
は
大
き

く
膨
ら
み
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
８
月
９
日
、
菅

首
相
は
長
崎
の
平
和
祈
念
式

典
の
挨
拶
で
は
被
爆
体
験
者

に
つ
い
て
一
言
も
触
れ
ず
、

式
典
後
の
記
者
会
見
で
も
明

言
を
避
け
ま
し
た
。

　
話
が
違
う
で
は
な
い
か
。

長
崎
は
落
胆
と
怒
り
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
長
崎
で
も
原
爆

投
下
後
、
黒
い
雨
が
降
り
、

広
範
囲
に
放
射
能
を
含
ん
だ

灰
が
降
り
ま
し
た
。
住
民
は

汚
染
さ
れ
た
水
を
飲
み
、
野

菜
を
食
べ
て
暮
ら
し
ま
し

た
。
ど
こ
が
広
島
と
違
う
の

長崎黒い雨マップ

か
、
ま
た
し
て
も
内
部
被
曝

を
認
め
な
い
国
策
の
犠
牲
に

な
る
の
か
。

　
こ
の
よ
う
な
非
道
を
許
す

訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
長
崎

協
会
は
被
爆
体
験
者
を
被
爆

者
と
認
め
る
署
名
活
動
を
決

定
し
ま
し
た
。
被
爆
の
実
相
、

長
崎
の
声
を
、
菅
首
相
に
届

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
卒

ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
署
名
は
長
崎
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
協
力
い

た
だ
け
ま
す
。

医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
困
難
に

第３回

※手帳交付は原爆被爆地域と第一種の一部のみ

ネ
ッ
ト
署
名
は

こ
ち
ら
か
ら

参
照
　
黒
い
雨
地
点
：
２
０
１
１
年

放
射
線
影
響
研
究
所
公
開
資
料
「
雨
」

の
回
答
地
点
、長
崎
市
作
成
原
爆
被
爆

地
域
図
、長
崎
協
会
聞
き
取
り
調
査
　

原
爆
放
射
線
検
出
地
点
：
１
９
４
５

年
米
国
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
調
査
団
最
終
報

告
書

経
験
し
、
現
在
、
建
造
物
解

体
時
の
飛
散
問
題
に
直
面
し

て
い
る
。

　
西
宮
市
の
旧
夙
川
短
大

や
、
神
戸
市
営
住
宅
の
解
体

な
ど
を
通
じ
て
、
行
政
の
消

極
的
対
応
が
明
ら
か
に
な

り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
禍
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
全
国
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
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２
０
２
０
年
春
か
ら
世
界

を
混
乱
に
陥
れ
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は
、

先
進
諸
国
に
お
い
て
市
場
原

理
主
義
の
は
ら
む
諸
問
題
を

浮
き
彫
り
に
し
た
。
日
本
や

英
国
な
ど
多
く
の
国
で
は
、

政
治
家
が
科
学
者
の
警
告
を

無
視
し
、
住
民
の
生
命
を
危

険
に
さ
ら
し
な
が
ら
、
経
済

的
利
益
を
優
先
す
る
政
策
を

選
ん
だ
。
現
代
に
お
い
て
市

場
が
い
か
に
聖
域
と
み
な
さ

れ
て
い
る
か
を
、
こ
れ
ほ
ど

強
く
見
せ
つ
け
る
事
例
は
な

い
だ
ろ
う
。

　
英
国
の
文
化
批
評
家
マ
ー

ク
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
著

書
『
資
本
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
』

の
な
か
で
、「
資
本
主
義
の
終

わ
り
を
想
像
す
る
よ
り
、
世

界
の
終
わ
り
を
想
像
す
る
ほ

う
が
容
易
い
」
と
い
う
言
葉

で
、
資
本
主
義
の
代
替
案
を

思
考
で
き
な
い
現
代
の
行
き

詰
ま
り
を
要
約
し
た
。

〝
思
い
出
〟
に
飲
み
　

込
ま
れ
る

　
私
た
ち
が
資
本
主
義
の
終

わ
り
を
想
像
で
き
な
い
で
い

る
あ
い
だ
に
、
市
場
は
、
資

本
の
論
理
へ
の
抵
抗
で
あ
っ

た
は
ず
の
も
の
す
ら
も
飲
み

込
ん
で
し
ま
う
。
フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
の
暮
ら
し
た
英
国
の
歴

史
を
見
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

英
国
は
、
自
由
放
任
の
資
本

主
義
が
も
た
ら
し
た
１
９
３

０
年
代
の
大
恐
慌
の
苦
い
記

憶
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、

第
二
次
大
戦
後
に
「
揺
り
籠

か
ら
墓
場
ま
で
」
の
福
祉
国

家
を
築
い
た
。
国
民
保
健
サ

ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ｈ
Ｓ
）
や
公
営

住
宅
事
業
は
、
貧
富
を
問
わ

ず
全
住
民
に
医
療
と
住
環
境

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
。
こ
の
福
祉
国
家
の
遺
産

は
、
１
９
８
０
年
代
サ
ッ
チ

ャ
ー
政
権
以
降
の
新
自
由
主

義
政
策
、
と
り
わ
け
２
０
１

０
年
以
降
の
保
守
党
政
権
に

よ
る
緊
縮
財
政
に
よ
っ
て
解

体
さ
れ
て
い
る
。

　
建
築
評
論
家
オ
ー
ウ
ェ
ン

・
ハ
サ
リ
ー
の
著
書
『
緊
縮

ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
』
に
よ
れ
ば
、

こ
の
英
国
福
祉
国
家
解
体
の

最
中
に
、
皮
肉
に
も
福
祉
国

家
の
思
い
出
を
感
じ
さ
せ
る

品
々
が
人
気
を
得
て
い
る
と

い
う
。
最
も
顕
著
な
の
は
住

宅
市
場
で
あ
り
、
多
く
の
公

営
住
宅
が
解
体
さ
れ
る
な

か
、
一
部
の
良
質
・
好
デ
ザ

イ
ン
・
好
立
地
な
も
の
は
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
高
級
マ

ン
シ
ョ
ン
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
、
売
り
払
わ
れ
て
い
る
。

本
来
は
住
宅
問
題
の
解
決
策

で
あ
っ
た
公
営
住
宅
が
、
住

宅
価
格
の
高
騰
に
貢
献
し
て

し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。

　
保
守
党
政
権
は
、
戦
後
福

祉
国
家
の
も
う
一
つ
の
柱
で

あ
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｓ
も
私
企
業
に

売
却
し
よ
う
と
目
論
ん
で
い

る
。
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
Ｎ
Ｈ
Ｓ
の
公
的
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
の
重
要
性
は
強
く

印
象
づ
け
ら
れ
た
。
ハ
サ
リ

ー
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
住

宅
と
ち
が
い
医
療
サ
ー
ビ
ス

は
形
の
な
い
も
の
で
あ
る
が

　

国
際
エ
イ
ズ
学
会
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
科
学
会
議
（
Ｉ
Ａ
Ｓ
２
０

２
１
）
が
７
月
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

日
本
人
４２
人
を
含
む
世
界
各
国
の
１
万
人
が
現
地
と
ウ
ェ

ブ
で
参
加
。
感
染
予
防
策
、
食
や
口
腔
衛
生
な
ど
５
０
０

を
超
す
演
題
が
発
表
さ
れ
た
。
米
国
立
ア
レ
ル
ギ
ー
感
染

症
研
究
所 

（
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
の
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
フ
ァ
ウ
チ

所
長
ら
感
染
症
の
世
界
的
権
威
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９
）
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
等

の
最
新
知
見
等
を
発
表
。
ド
イ
ツ
の
ア
ン
ゲ
ラ
・
メ
ル
ケ

ル
首
相
は
感
染
症
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
自
国
第
一
主
義
で

な
く
国
際
間
の
連
携
を
国
際
社
会
に
訴
え
た
。（
杉
山
正
隆

　

写
真
も
）

　
２
０
２
０
年
末
現
在
、
世

界
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
は
３
７

６
０
万
人
。
新
規
感
染
者
は

年
間
１
５
０
万
人
、
エ
イ
ズ

死
者
は
６９
万
人
に
上
る
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。
４０
年
前
に

最
初
の
症
例
以
来
、
３
５
０

０
万
の
人
命
を
失
っ
た
。
日

本
で
は
昨
年
の
新
規
感
染
者

・
エ
イ
ズ
患
者
は
１
０
０
０

人
余
。

　
開
会
式
で
メ
ル
ケ
ル
首
相

は
「
感
染
症
は
世
界
的
な
課

題
。
互
い
か
ら
学
び
国
際
的

な
連
携
が
あ
っ
て
こ
そ
問
題

を
解
決
で
き
る
。
コ
ロ
ナ
に

よ
り
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
の
闘
い
で
勝

ち
取
っ
て
き
た
成
果
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
。
英
知
を
結
集

し
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
フ
ァ
ウ
チ

所
長
は
「
敵
は
ウ
イ
ル
ス
で
、

意
見
の
相
違
や
人
々
で
は
な

い
。
相
乗
的
な
協
力
を
全
世

界
に
求
め
た
い
」
と
話
し
た
。

「
数
十
年
に
わ
た
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ

へ
の
投
資
と
研
究
が
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
間

違
い
な
い
」
と
も
。

国
連
エ
イ
ズ
計
画
　

「
不
平
等
が
拡
大
し
深

刻
な
状
況
」

　
国
連
エ
イ
ズ
計
画
（
Ｕ
Ｎ

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
は
年
次
報
告
書

２
０
２
１
「
不
平
等
に
立
ち

向
か
う
」（C

on
fron

tin
g

 
in

equ
alities

）を
発
表
し

た
。「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
は
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９
に
対
し
『
脆
弱

な
立
場
』
に
置
か
れ
て
い
る

の
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
混
乱
で
不
平
等
が
拡
大
し

て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

　
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
ウ
ィ
ニ

本
的
人
権
の
尊
重
』
の
原
点

に
立
ち
戻
る
べ
き
だ
」
と
強

調
す
る
。

　「
新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
が
１０

年
前
よ
り
２３
％
減
少
す
る
な

ど
、
予
防
で
は
大
き
な
成
果

を
上
げ
た
が
、
努
力
が
台
無

し
に
な
り
か
ね
な
い
。
コ
ロ

ナ
禍
が
も
た
ら
す
影
響
は
極

端
に
大
き
く
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｉ

Ｑ
な
ど
『
鍵
と
な
る
弱
い
立

場
に
あ
る
人
々
』（K

ey
 

P
opu

lation
s

）、
若
い
女

性
な
ど
取
り
残
さ
れ
た
人
た

ち
が
大
き
な
社
会
的
障
壁
の

影
響
を
受
け
て
い
る
」
と
憂

慮
を
表
明
し
た
。

国
内
の
医
療
提
供
体

制
確
保
も
必
要

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
多
く

の
不
平
等
が
劇
的
に
悪
化
し

た
。
会
議
は
、「
ワ
ク
チ
ン
を

貧
し
い
国
々
の
人
た
ち
に
も

確
保
す
る
」
と
い
う
道
徳
的

義
務
を
日
本
な
ど
の
先
進
国

に
課
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を

世
界
各
国
に
公
平
か
つ
迅
速

に
分
配
す
る
世
界
的
枠
組
み

「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
」。
日
本
も
参
加
し
、
今
年

末
ま
で
に
２０
億
回
分
を
全
て

の
国
へ
の
供
給
を
目
指
す
。

　
他
方
、
国
内
で
の
対
応
は

惨
た
ん
た
る
状
況
だ
。
公
的

公
立
病
院
の
統
廃
合
、
保
健

所
の
半
減
、
医
師
数
の
抑
制

な
ど
を
強
引
に
進
め
、
医
療

体
制
を
脆
弱
化
さ
せ
て
き
た

の
は
日
本
政
府
に
他
な
ら
な

い
。
今
こ
そ
、
国
内
で
の
感

染
症
へ
の
さ
ら
な
る
取
り
組

み
、
医
療
体
制
を
強
固
に
す

る
「
予
算
の
重
点
配
分
」
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

ー
・
ビ
ヤ
ニ
マ
事

務
局
長
は
「
数
百

万
も
の
人
が
新
型

コ
ロ
ナ
の
対
応
を

理
由
に
救
命
治
療

を
拒
否
さ
れ
亡
く

な
っ
て
い
っ
た
。

ア
ク
セ
ス
の
不
平

等
は
深
刻
だ
。
こ

の
４０
年
、
苦
闘
し

た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
教
訓

か
ら
学
ん
で
い
な

い
」。「
ニ
ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
な
ど
と
呼

び
座
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
恐

ろ
し
い
不
平
等
に

立
ち
向
か
い
、『
基

㊤米国NIAIDのアンソニー・ファウチ所長が世界的な対応
を呼び掛けた。㊦HIV/AIDSでの経験から学ぼう、と国際的
な連携を呼び掛けたドイツのアンゲラ・メルケル首相

国際エイズ学会・ＨＩＶ科学会議―ベルリン

コロナ禍懸念の声相次ぐ
エ
イ
ズ
と
の
苦
闘
か
ら
学
ん
で

「
資
本
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
」を
越
え
て

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
財
政
緊
縮
、
市
場
原
理
主
義
な
ど
の

行
き
詰
ま
り
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
新
し
い
社
会
の
あ
り
方

を
ど
う
考
え
る
か
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
特
別
研
究
員
の
星
野

真
志
氏
が
現
代
文
化
の
中
に
ヒ
ン
ト
を
探
る
。（
全
4
回
）

オ
ー
ウ
ェ
ン
・
ハ
サ
リ

ー
著
／
星
野
真
志
、田

尻
歩
訳
／
堀
之
内
出
版

／
２
０
２
１
年 

マ
ー
ク
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
著
／ 

セ
バ
ス
チ
ャ
ン

・
ブ
ロ
イ
訳
／
堀
之
内

出
版
／
２
０
１
８
年 

第１回

　
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
行
事
や
部
活
動
が
制
限
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
発
育
に
不
可
欠
な
遊
び
や
運
動
の
機
会
が

奪
わ
れ
て
い
る
。 

特
集
で
は
、
長
引
く
自
粛
生
活
の
中

で
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康
を
保
持
し
、
健
や
か 

な

発
育
の
た
め
に
何
が
必
要
か
を
探
る
。 

『
月
刊
保
団
連
』９
月
号

コ
ロ
ナ
禍
と
子
ど
も
の
健
康

日
常
を
取
り
戻
す
た
め
に

特
集

▪
社
会
が
見
過
ご
し
た
子
ど
も
の
つ
ら
さ

澤
田
な
お
み

▪
コ
ロ
ナ
禍
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
子
ど
も
の
暮
ら
し
　

五
十
嵐
光

▪
学
校
行
事
を
復
活
さ
せ
る
感
染
対
策
と
医
療
専
門
職

　
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
市
尋
宙

▪
コ
ロ
ナ
前
後
で
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
利
用
は
ど
う
変
わ

　
っ
た
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
和
雄

▪
コ
ロ
ナ
禍
で
受
診
控
え
、
症
状
悪
化
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
団
連
地
域
医
療
対
策
部 

【
論
考
】
新
型
コ
ロ
ナ
後
の
医
療
再
建
と
財
源
問
題

　

竹
田
智
雄

ゆ
え
に
、
美
的
に
賛
美
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
、
思
い
出
の

商
品
と
な
る
こ
と
も
な
い
。

私
た
ち
が
多
か
れ
少
な
か
れ

内
面
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る

美
的
嗜
好
は
、
と
き
に
知
ら

な
い
う
ち
に
市
場
に
お
け
る

搾
取
と
共
犯
関
係
を
結
ん
で

し
ま
う
。

あ
る
べ
き
社
会
を
　

想
像
し
直
す

　
福
祉
国
家
の
理
念
を
継
承

す
る
た
め
に
は
、
そ
の
遺
産

を
賛
美
す
る
こ
と
、
あ
る
い

は
過
去
へ
の
回
帰
を
目
指
す

こ
と
で
は
な
く
、
現
代
の
人

び
と
が
生
き
て
い
く
う
え
で

必
要
な
も
の（
医
療
や
住
宅
）

の
有
用
性
に
目
を
向
け
て
、

あ
る
べ
き
社
会
の
全
体
像
を

想
像
し
な
お
す
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　
高
度
成
長
期
の
１
９
６
４

年
大
会
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

に
後
押
し
さ
れ
て
強
行
さ
れ

た
今
夏
の
東
京
五
輪
が
首
都

圏
に
暗
澹
た
る
感
染
状
況
を

も
た
ら
し
た
現
在
、
日
本
に

お
い
て
も
、
過
去
へ
の
素
朴

な
郷
愁
を
越
え
て
、「
資
本
主

義
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
向
こ
う

側
に
あ
る
異
な
る
未
来
へ
の

想
像
力
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。

　
次
回
以
降
の
連
載
で
は
、

文
学
や
映
画
の
な
か
に
、
そ

の
よ
う
な
想
像
力
の
手
が
か

り
を
探
り
た
い
。

　
ほ
し
の
ま
さ
し
　
ロ
ン
ド

ン
大
学
特
別
研
究
員
。
専
門

は
20
世
紀
英
国
文
化
。
訳
書

に
ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ
ン
『
楽

園
を
め
ぐ
る
闘
い
』（
堀
之
内

出
版
）
な
ど
。
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難
し
く
て
面
倒
？

　「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
を
」
実
現
さ
せ
る
請
願

署
名
が
始
ま
っ
た
。
署
名
は

「
難
し
い
・
面
倒
だ
・
そ
ん
な

時
間
は
な
い
」
と
い
う
歯
科

会
員
の
皆
様
も
数
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
う
。

　
し
か
し
そ
う
だ
ろ
う
か
。

私
の
中
で
は
こ
れ
ほ
ど
簡
単

な
署
名
は
な
い
と
感
じ
て
い

る
。
私
は
ほ
ぼ
何
も
し
な
い
。

診
療
中
に
患
者
さ
ん
に
訴
え

る
こ
と
も
し
な
い
。
受
付
で

も
お
願
い
し
て
な
い
。
唯
一

す
る
こ
と
は
待
合
室
の
真
ん

中
に
署
名
の
机
を
置
く
こ
と

だ
け
。
署
名
用
紙
と
そ
の
内

容
が
わ
か
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
見
や
す
い
よ
う
に
配
置

し
、
横
に
署
名
箱
を
取
り
付

け
る
。
署
名
箱
は
あ
え
て
集

ま
っ
た
署
名
が
上
か
ら
見
え

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
こ
れ
だ
け
で
自
然
と
署
名

は
集
ま
る
。
考
え
て
み
れ
ば

至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

署
名
の
趣
旨
を
読
め
ば
、
今

歯
科
に
通
院
し
て
い
る
ほ
と

ん
ど
の
患
者
さ
ん
が
望
む
内

容
で
あ
る
。
要
は
い
か
に
目

に
と
ま
る
と
こ
ろ
に
、
わ
か

り
や
す
い
内
容
の
ツ
ー
ル
を

設
置
す
る
か
で
あ
る
。

　
今
回
は
保
団
連
が
作
成
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
加
え
、

福
岡
歯
科
協
会
が
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
「
患

者
さ
ん
説
明
用
プ
リ
ン
ト
」

の
中
か
ら
署
名
を
訴
え
る
も

の
も
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
非
常
に
わ
か
り
や
す

い
文
章
で
、
署
名
に
よ
る
今

ま
で
の
成
果
の
記
述
も
あ

る
。

　
署
名
に
よ
り
改
善
に
つ
な

が
っ
た
事
実
は
、
患
者
さ
ん

が
ペ
ン
を
執
る
後
押
し
に
な

る
。
そ
し
て
署
名
が
集
ま
っ

て
い
る
様
子
を
見
せ
る
こ
と

も
大
切
だ
。
自
分
も
署
名
し

よ
う
と
い
う
思
い
が
湧
い
て

く
る
。
そ
の
意
味
で
、
私
は

私
と
家
族
、
そ
し
て
院
内
ス

タ
ッ
フ
が
署
名
し
た
用
紙
を

署
名
箱
に
入
れ
る
こ
と
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
。
呼
び
水
と

し
て
、
患
者
さ
ん
に
無
言
の

訴
え
で
あ
る
。
後
は
何
も
し

な
い
。
し
か
し
署
名
は
増
え

て
い
く
。

歯
科
の
重
要
性
知
っ

て
も
ら
う

　
自
院
に
お
い
て
こ
の
署
名

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
歯
科
の
重
要

性
、
そ
し
て
社
会
保
障
、
国

民
皆
保
険
制
度
の
充
実
と
現

状
の
問
題
点
を
訴
え
る
格
好

の
機
会
で
あ
る
。「
保
険
で
よ

り
良
い
歯
科
医
療
」
を
訴
え

る
こ
の
署
名
は
、
患
者
さ
ん

に
大
き
な
共
感
を
得
ら
れ
る

も
の
だ
。
ゆ
え
に
「
難
し
く

な
く
・
面
倒
で
な
く
・
時
間

は
取
ら
れ
な
い
」
簡
単
な
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
一
定
の
歯
科
医
師
が
多
数

の
署
名
を
集
め
て
い
る
こ
と

に
は
本
当
に
頭
が
下
が
る
。

し
か
し
こ
の
署
名
を
全
国
の

各
診
療
所
に
お
い
て
、
通
院

し
て
い
る
患
者
さ
ん
か
ら
20

筆
、
30
筆
と
集
め
ら
れ
る
こ

と
が
で
き
た
と
し
た
ら
、
そ

れ
だ
け
で
目
標
を
大
き
く
突

破
で
き
る
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。
皆
様
が
診
て
お
ら
れ
る

患
者
さ
ん
の
た
め
に
も
簡
単

に
、
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
で
署

名
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
保
団
連
は
、
①
患
者
負
担
の
軽
減
②
保
険
適
用
範
囲
の

拡
大
③
歯
科
医
療
充
実
の
予
算
増
―
を
訴
え
る
署
名
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
宮
城
協
会
の
杉
目
博
厚
さ
ん
（
写
真
）

に
署
名
を
広
げ
る
工
夫
や
意
義
を
聞
い
た
。

簡単でストレスフリーな署名

待合室中央にある机に置かれた署名用紙
や解説パンフレットなど。机右端には書い
た署名を入れる箱が設置されている

宮城協会　杉目博厚さん
　「
高
齢
者
優
遇
型
か
ら
全

世
代
型
社
会
保
障
へ
」。そ
れ

が
政
府
の
目
下
の
方
針
で
あ

る
。
日
本
の
社
会
保
障
は
本

当
に
高
齢
者
優
遇
型
な
の
だ

ろ
う
か
。
官
庁
デ
ー
タ
で
検

証
し
て
み
る
。

　
そ
れ
に
先
立
ち
「
世
界
に

冠
た
る
日
本
の
社
会
保
障
を

守
る
た
め
に
、
国
民
の
皆
様

に
は
消
費
税
率
の
引
上
げ
を

是
非
と
も
お
認
め
い
た
だ
き

た
い
」
と
、
就
任
時
に
力
説

し
た
安
倍
前
首
相
の
認
識
は

客
観
的
に
正
し
い
の
か
。
そ

こ
か
ら
始
め
よ
う
と
思
う
。

総
額
で
は
判
断
で
き

な
い

　
表
は
、
日
本
を
含
む
先
進

工
業
国
６
カ
国
の
社
会
支
出

（
社
会
保
障
給
付
費
＋
施
設

整
備
費
等
）
の
総
額
を
国
際

比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
日

本
は
、
ダ
ン
ト
ツ
に
高
い
ア

メ
リ
カ
の
５
兆
７
２
５
３
億

ド
ル
に
次
い
で
、
第
２
位
の

１
兆
４
１
１
２
億
ド
ル
と
な

っ
て
い
る
。
総
額
で
見
れ
ば

英
国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス

を
上
回
っ
て
い
る
。

　
安
倍
氏
は
お
そ
ら
く
、
厚

労
官
僚
に
こ
の
デ
ー
タ
を
見

せ
ら
れ
た
結
果
、
大
見
得
を

切
る
気
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
社
会
保
障
は
最

終
的
に
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
国
民
一
人
ひ
と
り
に

給
付
さ
れ
る
も
の
だ
。
人

口
規
模
を
無
視
し
て
語
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
社
会

支
出
の
総
額
が
同
等
の
国

で
も
、
人
口
の
少
な
い
国

と
多
い
国
と
で
は
社
会
保

障
の
レ
ベ
ル
が
大
き
く
違

っ
て
く
る
。
社
会
支
出
の

総
額
だ
け
で
は
、
そ
の
国

の
社
会
保
障
の
レ
ベ
ル
は

判
断
で
き
な
い
。

　
例
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
社
会
支
出
は
、
表
に

示
し
た
よ
う
に
、
２
０
１

５
年
現
在
２
１
０
８
億
ド

ル
と
６
カ
国
中
桁
違
い
に

低
い
（
最
下
位
）。
し
か

し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
今

も
「
世
界
に
冠
た
る
福
祉

国
家
」
で
あ
り
続
け
て
い

る
。
総
人
口
が
東
京
都
２３

区
内
の
人
口
と
ほ
ぼ
同
程

度
、
日
本
の
総
人
口
の
約

７
分
の
１
し
か
な
い
か
ら

だ
。

　
そ
こ
で
社
会
支
出
の
総
額

を
総
人
口
で
割
っ
て
「
国
民

１
人
当
り
社
会
支
出
」
を
算

出
し
、
６
カ
国
で
比
較
し
直

し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
社

会
保
障
の
レ
ベ
ル
を
客
観
的

に
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
。

1
人
当
た
り
で
は
　

日
本
は
最
下
位

　
総
額
で
２
位
だ
っ
た
日
本

は
、
１
人
当
り
社
会
支
出
で

は
最
下
位
に
転
落
す
る
。
な

ぜ
か
。
そ
れ
は
日
本
の
人
口

は
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
の
１
・

９４
倍
、
ド
イ
ツ
の
１
・
５６
倍
、

フ
ラ
ン
ス
の
１
・
９２
倍
も
あ

る
か
ら
だ
。

　
人
口
規
模
が
こ
ん
な
に
違

っ
て
い
て
は
、
総
額
で
多
少

上
回
っ
て
い
る
か
ら
福
祉
大

国
だ
と
考
え
る
の
は
軽
率
過

ぎ
る
。
高
校
入
試
に
出
題
さ

れ
る
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
理
解

度
が
必
要
だ
が
、
総
額
だ
け

の
デ
ー
タ
の
方
が
都
合
が
い

い
と
厚
労
官
僚
は
考
え
た
の

だ
ろ
う
。
日
本
と
は
反
対
に
、

総
額
で
最
下
位
だ
っ
た
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
は
、
１
人
当
り
社

会
支
出
で
は
１
位
に
浮
上
す

る
。

　
６
カ
国
中
１
位
の
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
１
人
当
り
社
会
支

出
２
万
１
５
９
２
ド
ル
を
１

０
０
と
す
る
と
、
日
本
の
そ

れ
は
１
万
１
０
２
６
ド
ル

で
、
た
っ
た
の
５１
。
今
も
日

本
の
福
祉
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
約
半
分
の
レ
ベ
ル
に
止
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

日
本
の
社
会
支
出
の
総
額
が

大
き
い
の
は
社
会
保
障
の
レ

ベ
ル
が
高
い
か
ら
で
は
な
く
、

単
に
日
本
の
人
口
が
多
い
か

ら
に
過
ぎ
な
い
。

　
政
府
は
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
を
現
在
の
1
割
か
ら
2

割
へ
と
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。
高
齢
者
負
担
増
を

ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
佐
久
大
学
特
任
教
授
の
唐
鎌
直
義

氏
に
連
載
で
解
説
し
て
も
ら
う
。（
全
6
回
）

保険でより良い歯科医療を
保険でより良い歯科医療を

安心して歯科医療を受けられるように
安心して歯科医療を受けられるように

保団連も参加する「保険で良い歯科
医療を」全国連絡会では、保険のき
く歯科医療の改善を求める署名に取
り組んでいます。歯科医療の大切さ
を知ってもらうリーフレットも一緒
にご利用ください。ご注文は保険医
協会・医会まで。

ネット署名はこちらから➡
リーフレット署名

①
日
本
の
社
会
保
障
の
本
当
の
レ
ベ
ル

社会支出(総額)の国際比較(2015年)

国民総所得
（ドル）

社　会
支出率

社会支出
総人口

1人当り
社会支出

総額（ドル） 順位 金額（ドル）順位
スウェーデン 5081.9億 41.49% 2108.5億 6位 976万4950人 2万1592 1位

英 国 2兆8615.9億 30.67% 8776.5億 5位 6586万146人 1万3326 5位

フ ラ ン ス 2兆4908.6億 45.10% 1兆1233.8億 4位 6659万6315人 1万6868 3位

ド イ ツ 3兆4370.2億 36.20% 1兆2442.0億 3位 8178万7411人 1万5213 4位

日 本 4兆5580.9億 30.96% 1兆4112.2億 2位 1億2798万5133人 1万1026 6位

米 国 18兆7043.2億 30.61% 5兆7253.9億 1位 3億2087万8310人 1万7843 2位
※ 社会支出率とは「ＯＥＣＤ基準による社会支出の対国民総所得比」のことを意味する。各国の国民総所得と総人口は、

国連“National Accounts Analysis of Main Aggregate”より引用。詳しくはhttps://unstats.un.org/unsd/snaama/
Basic 参照。

※ 社会支出率に関するデータは、社会保障費用統計http://www.ipss.go.jp/ss-cost/j/fsss-h29/fsss_h29.asp参照
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